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厚
木
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
米
空
母
艦

載
機
の
Ｆ
Ａ
18
戦
闘
攻
撃
機
や
Ｅ
Ａ
18
電
子

戦
機
な
ど
の
航
空
機
61
機
は
、
今
年
３
月
末

ま
で
に
山
口
県
の
米
軍
岩
国
基
地
へ
の
移
駐

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
と
５
月
の
厚
木
基

地
の
騒
音
状
況
を
調
査
し
た
結
果
と
し
て
、

騒
音
レ
ベ
ル
100
　db
以
上
の
大
き
い
騒
音
回
数

が
移
駐
前
と
比
較
し
て
９
割
程
度
減
少
し
た

と
基
地
周
辺
自
治
体
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
移
駐
後
も
依
然
と
し
て
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
か
ら
の
説
明
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

騒
音
が
す
べ
て
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う
な
説

明
で
あ
り
、
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て

　
　
　
騒
音
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
艦
載
機
の
移
駐

に
よ
っ
て
、
基
地
周
辺
の
騒
音
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
、
騒
音
測
定
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
目
標
を
構
築
す
る

た
め
、
厚
木
爆
同
三
役
と
調
査
部
で
騒
音
測

定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
測
定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
は
、

大
和
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
騒
音
測
定
器

５
か
所
の
デ
ー
タ
と
、
綾
瀬
市
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
騒
音
測
定
器
６
か
所
の
デ
ー
タ

（
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
７
月
ま
で
の

２
年
７
か
月
分
）を
収
集
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

４
か
月
間
に
お
け
る
基
地
北
側
１
ｋ
ｍ
地
点

と
基
地
南
側
500
ｍ
地
点
の
100
　db
以
上
の
騒
音

測
定
回
数
を
２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
、

２
０
１
８
年
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
を
比
較

し
た
結
果
は
、
移
駐
前
に
比
べ
８
割
か
ら
９

割
程
度
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

艦
載
機
騒
音
の
減
少
は

　
　
　
　
　
　
　
爆
音
解
消
運
動
の
成
果

　
こ
の
よ
う
に
、
100
　db
以
上
の
大
き
な
騒
音

の
減
少
は
、
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
爆
音

解
消
58
年
間
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
、
特
に

40
年
を
超
え
る
爆
音
解
消
の
裁
判
闘
争
で
、

「
受
忍
の
限
度
を
超
え
る
爆
音
で
あ
る
」「
違

法
な
爆
音
で
あ
る
」「
健
康
被
害
を
与
え
て

い
る
」
な
ど
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
行
政
や
議
会
、
市
民
の
声
な
ど

が
力
と
な
り
、
国
を
動
か
し
た
こ
と
に
よ
り

騒
音
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
は

　
　
　
　
未
だ
に
１
０
０
０
回
を
超
え
る

　
一
方
、
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ
い

て
は
、
６
割
か
ら
７
割
程
度
の
減
少
、
そ
し

て
70
　db
か
ら
80
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ

い
て
は
、
な
ん
と
１
割
か
ら
３
割
程
度
の
減

少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
騒
音
被
害
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
傾

向
は
、
綾
瀬
市
内
の
６
か
所
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
結
果
も
同
様
で
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
の
合
計

は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
る
実
態
で
あ

る
こ
と
も
分
か
り
、
基
地
周
辺
地
域
で
の
騒

音
は
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

分
析
結
果
か
ら
実
態
調
査
へ

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
政
が
設
置
し

て
い
る
騒
音
測
定
器
に
よ
る
デ
ー
タ
の
数
値

だ
け
で
は
、
航
空
機
の
機
種
や
所
属
、
飛
行

経
路
な
ど
、
騒
音
源
の
実
態
が
分
か
ら
な
い

　
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の
目
視
調

査
と
騒
音
測
定
は
、
さ
る
９
月
10
日
か
ら
21

日
ま
で
、
土
日
祝
日
を
除
く
９
日
間
、
厚
木

爆
同
と
五
次
原
告
団
の
役
員
延
べ
72
名
が
参

加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、
厚
木
基
地
北
側
の
「
ふ
れ

あ
い
草
柳
広
場
」
の
駐
車
場
（
滑
走
路
か
ら

北
へ
約
500
ｍ
地
点
）
と
、
基
地
南
側
の
「
大

和
ゆ
と
り
の
森
」
の
東
側
駐
車
場
（
滑
走
路

か
ら
南
へ
約
500
ｍ
地
点
）
に
お
い
て
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
二
人
一
組
で
目

視
に
よ
る
航
空
機
の
確
認
と
ハ
ン
デ
ィ
型
騒

音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
し

た
。

日
ご
と
の
飛
行
回
数

　
目
視
調
査
に
よ
る
日
ご
と
の
飛
行
回
数
調

査
で
は
、
基
地
北
側
で
の
一
日
当
た
り
（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）
の
最
大
飛
行
回
数
は

９
月
11
日
の
105
回
で
、
雨
天
の
日
が
二
日
間

あ
り
ま
し
た
が
、
９
日
間
の
合
計
で
579
回
の

飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
に
基
地
南
側
で
の
一
日
当
た
り

の
最
大
飛
行
回
数
は
同
じ
く
９
月
11
日
の
108

回
で
、
９
日
間
の
合
計
で
582
回
の
飛
行
が
確

認
さ
れ
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
１

１
６
１
回
の
飛
行
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
間
別
の
基
地
北
側
と
南
側
の
飛
行
回
数

は
、
下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

こ
と
も
あ
り
、
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空

機
の
目
視
調
査
と
騒
音
測
定
の
独
自
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
を
、
さ
る
９
月
１
日
の
臨
時

執
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

種
類
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
種
類
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で

基
地
北
側
157
回
、
基
地
南
側
で
138
回
、
合
計

295
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
は
、
米
軍
機
と

自
衛
隊
機
で
基
地
北
側
181
回
、
基
地
南
側
で

192
回
、合
計
373
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
、
米
軍
機
と
自

衛
隊
機
で
基
地
北
側
218
回
、
基
地
南
側
で
220

回
、
合
計
438
回
と
な
り
、
不
明
機
の
55
回
を

含
め
た
９
日
間
の
合
計
は
１
１
６
１
回
と
な

り
ま
し
た
。

機
種
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
機
種
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
基
地
北
側
は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
16

機
種
（
厚
木
基
地
所
属
で
な
い
外
来
機
８
機

種
を
含
む
）
の
飛
行
を
確
認
し
、
基
地
南
側

は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
13
機
種
（
外
来
機

５
機
種
を
含
む
）の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
、

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
Ｍ
Ｈ
60
機
が
242
回
、

米
軍
連
絡
機
の
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
が
271
回
、
自
衛

隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機
が
270
回
の
飛
行
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
確
認
さ
れ
た
16
機
種
の
う
ち
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
Ｍ
Ｈ
60
機
と
自
衛
隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機

と
の
２
機
種
が
全
飛
行
回
数
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
自
衛
隊
哨
戒
機
の
Ｐ
３
Ｃ
機

（
69
回
）
と
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｓ
Ｈ
60

機
（
96
回
）
の
飛
行
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
岩
国
基
地
に
移
駐
し
た
艦
載
機
は
、
洋
上

展
開
中
の
た
め
調
査
期
間
中
厚
木
基
地
に
は

飛
来
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

騒
音
別
の
測
定
回
数

　
ハ
ン
デ
ィ
型
騒
音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
別

の
飛
行
回
数
調
査
で
は
、
基
地
北
側
で
80
　db

台
が
最
大
の
248
回
と
な
り
、
基
地
南
側
で
70
　

db
台
が
最
大
の
280
回
の
測
定
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
測
定
回
数
は
基
地
北
側
と
南

側
と
も
に
、
９
日
間
の
総
測
定
回
数
の
ほ
ぼ

半
分
の
測
定
回
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
地
北
側
で
は
80
　db
台
、
基
地
南
側
で

は
70
　db
台
の
騒
音
が
中
心
に
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

所
属
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
所
属
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
の
飛
行
回
数
は
、

基
地
北
側
で
米
軍
機
267
回
、自
衛
隊
機
292
回
、

不
明
機
20
回
、
そ
し
て
基
地
南
側
で
米
軍
機

292
回
、
自
衛
隊
機
258
回
、
不
明
機
32
回
で
、

基
地
北
側
と
南
側
と
も
に
米
軍
機
と
自
衛
隊

機
の
飛
行
割
合
は
ほ
ぼ
半
分
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
と
め

　
今
回
、
厚
木
基
地
周
辺
の
騒
音
測
定
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
結
果
、
艦
載
機
移
駐
後
の
４

月
か
ら
７
月
ま
で
の
70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
駐
後
の
70
　db
台
、
80
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
に
つ
い
て
は
、
１
割
か
ら
３
割

程
度
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

基
地
南
側
で
の
70
　db
台
の
減
少
率
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
機
種
が
何
ら
か
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
目
視
調
査
で
は
、米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

Ｍ
Ｈ
60
機
の
ホ
バ
リ
ン
グ
音
や
エ
ン
ジ
ン
テ
ス

ト
音
、
さ
ら
に
は
旋
回
飛
行
訓
練
を
繰
り
返
し

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
発
生
源
と
考
え
ら
れ
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
機
は
、
機
体
の
部
品
や
窓
枠
な
ど
を

落
下
さ
せ
る
事
故
を
多
発
し
て
い
る
大
変
危

険
な
航
空
機
で
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
の
哨
戒
機
Ｐ
１
機
と
Ｐ
３

Ｃ
機
、
米
軍
の
連
絡
機
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
な
ど
に

よ
る
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
訓
練
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
発
生
源
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
戦
闘
攻
撃
機
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た

高
い
騒
音

は
、
移
駐
に

よ
り
減
少
し

ま
し
た
が
、

神
奈
川
県
生

活
環
境
の
保

全
等
に
関
す

る
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い

る
住
居
専
用

地
域
（
８
時
か
ら
１
８
時
）
で
の
騒
音
許
容

限
度
と
さ
れ
て
い
る
50
　db
を
は
る
か
に
超
え

る
70
　db
か
ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
が
、
い
ま

だ
に
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
て
い
る
状
況

か
ら
し
て
、
艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て
静
か

に
な
っ
た
と
は
言
え
ず
、
引
き
続
き
70
　db
か

ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　 

　
　•

　
　•

　
　•

　
こ
の
よ
う
な
な
か
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
日
米
間
で
調
整
し
た
「
艦
載
機
移
駐
後
の

厚
木
基
地
の
運
用
」
を
基
地
周
辺
自
治
体
に

説
明
し
た
中
で
、空
母
艦
載
機
の
移
駐
後
は
、

米
海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
、支
援
部
隊
、

常
駐
機
、
外
来
機
及
び
海
上
自
衛
隊
航
空
部

隊
並
び
に
そ
の
他
の
部
隊
が
厚
木
基
地
を
引

き
続
き
使
用
し
、
日
米
間
に
と
り
重
要
な
基

地
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
引
き
続
き
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
や
支
援
部
隊
の
航
空
機
に
よ
る
騒

音
被
害
と
部
品
落
下
事
故
の
不
安
を
被
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
運
動
目
標
を

構
築
し
て
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
い
ま
暫
く
移
駐
後
の
騒

音
実
態
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考

え
ま
す
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
は
、
厚
木
爆
同
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　（
厚
木
爆
同
書
記
長
　
荻
窪 

幸
一
）

厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の

　
　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
を
実
施

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

ホバリング訓練をする米軍機MH60

飛行する自衛隊機P1

目視調査と騒音測定をする役員

ハンディ型の騒音測定器

5000

70db台 80db台 90db台 100db以上

4000

3000

基地北側 1km

2000

1000

0
70db台

2016年 2017年 2018年

80db台 90db台 100db以上

基地南側 500m
移駐後の騒音レベルの比較（4月～7月）

種類別の飛行回数

時間別の飛行回数（9時～16 時） 1000 回を超える 70db から 90db 台の騒音回数
基地北側１km

1,438 
2,183 
2,183 
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1,060 
1,104 
1,165 

北
米　軍

ジェット機

南 北
自衛隊

南 北
米　軍
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南
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自衛隊

南

機種別の飛行回数

所属別の飛行回数割合

騒音別の飛行回数

基地北側
常駐機

機種

回数

機種

回数

MH60
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P8A

1
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135
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2

P1
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5
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1
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KC10A

2
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3
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2

CH47

2

不明

28
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合計

579
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厚
木
基
地
に
配
備
さ
れ
て
い
た
米
空
母
艦

載
機
の
Ｆ
Ａ
18
戦
闘
攻
撃
機
や
Ｅ
Ａ
18
電
子

戦
機
な
ど
の
航
空
機
61
機
は
、
今
年
３
月
末

ま
で
に
山
口
県
の
米
軍
岩
国
基
地
へ
の
移
駐

が
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
と
５
月
の
厚
木
基

地
の
騒
音
状
況
を
調
査
し
た
結
果
と
し
て
、

騒
音
レ
ベ
ル
100
　db
以
上
の
大
き
い
騒
音
回
数

が
移
駐
前
と
比
較
し
て
９
割
程
度
減
少
し
た

と
基
地
周
辺
自
治
体
に
説
明
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
移
駐
後
も
依
然
と
し
て
ジ
ェ
ッ

ト
機
の
飛
来
が
確
認
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
国
か
ら
の
説
明
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

騒
音
が
す
べ
て
な
く
な
っ
た
か
の
よ
う
な
説

明
で
あ
り
、
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て

　
　
　
騒
音
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
艦
載
機
の
移
駐

に
よ
っ
て
、
基
地
周
辺
の
騒
音
が
ど
の
よ
う

に
変
化
し
た
か
、
騒
音
測
定
デ
ー
タ
を
分
析

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
運
動
目
標
を
構
築
す
る

た
め
、
厚
木
爆
同
三
役
と
調
査
部
で
騒
音
測

定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
測
定
デ
ー
タ
の
分
析
作
業
は
、

大
和
市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
騒
音
測
定
器

５
か
所
の
デ
ー
タ
と
、
綾
瀬
市
内
に
設
置
さ

れ
て
い
る
騒
音
測
定
器
６
か
所
の
デ
ー
タ

（
２
０
１
６
年
か
ら
２
０
１
８
年
７
月
ま
で
の

２
年
７
か
月
分
）を
収
集
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

４
か
月
間
に
お
け
る
基
地
北
側
１
ｋ
ｍ
地
点

と
基
地
南
側
500
ｍ
地
点
の
100
　db
以
上
の
騒
音

測
定
回
数
を
２
０
１
６
年
、
２
０
１
７
年
、

２
０
１
８
年
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
を
比
較

し
た
結
果
は
、
移
駐
前
に
比
べ
８
割
か
ら
９

割
程
度
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

艦
載
機
騒
音
の
減
少
は

　
　
　
　
　
　
　
爆
音
解
消
運
動
の
成
果

　
こ
の
よ
う
に
、
100
　db
以
上
の
大
き
な
騒
音

の
減
少
は
、
私
た
ち
の
長
年
に
わ
た
る
爆
音

解
消
58
年
間
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
、
特
に

40
年
を
超
え
る
爆
音
解
消
の
裁
判
闘
争
で
、

「
受
忍
の
限
度
を
超
え
る
爆
音
で
あ
る
」「
違

法
な
爆
音
で
あ
る
」「
健
康
被
害
を
与
え
て

い
る
」
な
ど
の
判
決
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
こ

と
、
さ
ら
に
行
政
や
議
会
、
市
民
の
声
な
ど

が
力
と
な
り
、
国
を
動
か
し
た
こ
と
に
よ
り

騒
音
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で

す
。

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
は

　
　
　
　
未
だ
に
１
０
０
０
回
を
超
え
る

　
一
方
、
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ
い

て
は
、
６
割
か
ら
７
割
程
度
の
減
少
、
そ
し

て
70
　db
か
ら
80
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
に
つ

い
て
は
、
な
ん
と
１
割
か
ら
３
割
程
度
の
減

少
に
留
ま
っ
て
お
り
、
未
だ
に
騒
音
被
害
が

続
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
傾

向
は
、
綾
瀬
市
内
の
６
か
所
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
た
結
果
も
同
様
で
し
た
。

　
艦
載
機
移
駐
後
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の

70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒
音
測
定
回
数
の
合
計

は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
る
実
態
で
あ

る
こ
と
も
分
か
り
、
基
地
周
辺
地
域
で
の
騒

音
は
引
き
続
き
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

分
析
結
果
か
ら
実
態
調
査
へ

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
行
政
が
設
置
し

て
い
る
騒
音
測
定
器
に
よ
る
デ
ー
タ
の
数
値

だ
け
で
は
、
航
空
機
の
機
種
や
所
属
、
飛
行

経
路
な
ど
、
騒
音
源
の
実
態
が
分
か
ら
な
い

　
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の
目
視
調

査
と
騒
音
測
定
は
、
さ
る
９
月
10
日
か
ら
21

日
ま
で
、
土
日
祝
日
を
除
く
９
日
間
、
厚
木

爆
同
と
五
次
原
告
団
の
役
員
延
べ
72
名
が
参

加
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
調
査
方
法
は
、
厚
木
基
地
北
側
の
「
ふ
れ

あ
い
草
柳
広
場
」
の
駐
車
場
（
滑
走
路
か
ら

北
へ
約
500
ｍ
地
点
）
と
、
基
地
南
側
の
「
大

和
ゆ
と
り
の
森
」
の
東
側
駐
車
場
（
滑
走
路

か
ら
南
へ
約
500
ｍ
地
点
）
に
お
い
て
、
午
前

９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
二
人
一
組
で
目

視
に
よ
る
航
空
機
の
確
認
と
ハ
ン
デ
ィ
型
騒

音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
測
定
を
実
施
し
ま
し

た
。

日
ご
と
の
飛
行
回
数

　
目
視
調
査
に
よ
る
日
ご
と
の
飛
行
回
数
調

査
で
は
、
基
地
北
側
で
の
一
日
当
た
り
（
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
）
の
最
大
飛
行
回
数
は

９
月
11
日
の
105
回
で
、
雨
天
の
日
が
二
日
間

あ
り
ま
し
た
が
、
９
日
間
の
合
計
で
579
回
の

飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
同
じ
よ
う
に
基
地
南
側
で
の
一
日
当
た
り

の
最
大
飛
行
回
数
は
同
じ
く
９
月
11
日
の
108

回
で
、
９
日
間
の
合
計
で
582
回
の
飛
行
が
確

認
さ
れ
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
１

１
６
１
回
の
飛
行
が
あ
り
ま
し
た
。

　
時
間
別
の
基
地
北
側
と
南
側
の
飛
行
回
数

は
、
下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

こ
と
も
あ
り
、
厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空

機
の
目
視
調
査
と
騒
音
測
定
の
独
自
調
査
に

取
り
組
む
こ
と
を
、
さ
る
９
月
１
日
の
臨
時

執
行
委
員
会
で
決
定
し
ま
し
た
。

種
類
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
種
類
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
ジ
ェ
ッ
ト
機
が
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で

基
地
北
側
157
回
、
基
地
南
側
で
138
回
、
合
計

295
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
機
は
、
米
軍
機
と

自
衛
隊
機
で
基
地
北
側
181
回
、
基
地
南
側
で

192
回
、合
計
373
回
の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
、
米
軍
機
と
自

衛
隊
機
で
基
地
北
側
218
回
、
基
地
南
側
で
220

回
、
合
計
438
回
と
な
り
、
不
明
機
の
55
回
を

含
め
た
９
日
間
の
合
計
は
１
１
６
１
回
と
な

り
ま
し
た
。

機
種
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
機
種
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
基
地
北
側
は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
16

機
種
（
厚
木
基
地
所
属
で
な
い
外
来
機
８
機

種
を
含
む
）
の
飛
行
を
確
認
し
、
基
地
南
側

は
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
で
13
機
種
（
外
来
機

５
機
種
を
含
む
）の
飛
行
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
基
地
北
側
と
南
側
の
合
計
で
は
、

米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
Ｍ
Ｈ
60
機
が
242
回
、

米
軍
連
絡
機
の
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
が
271
回
、
自
衛

隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機
が
270
回
の
飛
行
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
確
認
さ
れ
た
16
機
種
の
う
ち
米
軍
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
Ｍ
Ｈ
60
機
と
自
衛
隊
哨
戒
機
Ｐ
１
機

と
の
２
機
種
が
全
飛
行
回
数
の
半
数
近
く
を

占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
自
衛
隊
哨
戒
機
の
Ｐ
３
Ｃ
機

（
69
回
）
と
自
衛
隊
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
Ｓ
Ｈ
60

機
（
96
回
）
の
飛
行
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　
岩
国
基
地
に
移
駐
し
た
艦
載
機
は
、
洋
上

展
開
中
の
た
め
調
査
期
間
中
厚
木
基
地
に
は

飛
来
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

騒
音
別
の
測
定
回
数

　
ハ
ン
デ
ィ
型
騒
音
測
定
器
に
よ
る
騒
音
別

の
飛
行
回
数
調
査
で
は
、
基
地
北
側
で
80
　db

台
が
最
大
の
248
回
と
な
り
、
基
地
南
側
で
70
　

db
台
が
最
大
の
280
回
の
測
定
を
確
認
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
測
定
回
数
は
基
地
北
側
と
南

側
と
も
に
、
９
日
間
の
総
測
定
回
数
の
ほ
ぼ

半
分
の
測
定
回
数
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
基
地
北
側
で
は
80
　db
台
、
基
地
南
側
で

は
70
　db
台
の
騒
音
が
中
心
に
発
生
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

所
属
別
の
飛
行
回
数

　
目
視
に
よ
る
所
属
別
の
飛
行
回
数
調
査
で

は
、
米
軍
機
と
自
衛
隊
機
の
飛
行
回
数
は
、

基
地
北
側
で
米
軍
機
267
回
、自
衛
隊
機
292
回
、

不
明
機
20
回
、
そ
し
て
基
地
南
側
で
米
軍
機

292
回
、
自
衛
隊
機
258
回
、
不
明
機
32
回
で
、

基
地
北
側
と
南
側
と
も
に
米
軍
機
と
自
衛
隊

機
の
飛
行
割
合
は
ほ
ぼ
半
分
と
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

ま
と
め

　
今
回
、
厚
木
基
地
周
辺
の
騒
音
測
定
デ
ー

タ
を
分
析
し
た
結
果
、
艦
載
機
移
駐
後
の
４

月
か
ら
７
月
ま
で
の
70
　db
か
ら
90
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
は
、
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え

て
い
る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
駐
後
の
70
　db
台
、
80
　db
台
の
騒

音
測
定
回
数
に
つ
い
て
は
、
１
割
か
ら
３
割

程
度
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
る
と
と
も
に
、

基
地
南
側
で
の
70
　db
台
の
減
少
率
が
極
端
に

少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
特
定
の
機
種
が
何
ら
か
の
訓

練
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
目
視
調
査
で
は
、米
軍
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

Ｍ
Ｈ
60
機
の
ホ
バ
リ
ン
グ
音
や
エ
ン
ジ
ン
テ
ス

ト
音
、
さ
ら
に
は
旋
回
飛
行
訓
練
を
繰
り
返
し

実
施
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
騒
音
発
生
源
と
考
え
ら
れ
る
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
機
は
、
機
体
の
部
品
や
窓
枠
な
ど
を

落
下
さ
せ
る
事
故
を
多
発
し
て
い
る
大
変
危

険
な
航
空
機
で
す
。

　
ま
た
、
自
衛
隊
の
哨
戒
機
Ｐ
１
機
と
Ｐ
３

Ｃ
機
、
米
軍
の
連
絡
機
Ｕ
Ｃ
12
Ｆ
機
な
ど
に

よ
る
タ
ッ
チ
ア
ン
ド
ゴ
ー
訓
練
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
発
生
源
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
戦
闘
攻
撃
機
な
ど
か
ら
発
せ
ら
れ
て
い
た

高
い
騒
音

は
、
移
駐
に

よ
り
減
少
し

ま
し
た
が
、

神
奈
川
県
生

活
環
境
の
保

全
等
に
関
す

る
条
例
に
定

め
ら
れ
て
い

る
住
居
専
用

地
域
（
８
時
か
ら
１
８
時
）
で
の
騒
音
許
容

限
度
と
さ
れ
て
い
る
50
　db
を
は
る
か
に
超
え

る
70
　db
か
ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
が
、
い
ま

だ
に
毎
月
１
０
０
０
回
を
超
え
て
い
る
状
況

か
ら
し
て
、
艦
載
機
の
移
駐
に
よ
っ
て
静
か

に
な
っ
た
と
は
言
え
ず
、
引
き
続
き
70
　db
か

ら
90
　db 

台
の
違
法
騒
音
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　 

　
　•

　
　•

　
　•

　
こ
の
よ
う
な
な
か
国
は
、
さ
る
７
月
４
日

に
日
米
間
で
調
整
し
た
「
艦
載
機
移
駐
後
の

厚
木
基
地
の
運
用
」
を
基
地
周
辺
自
治
体
に

説
明
し
た
中
で
、空
母
艦
載
機
の
移
駐
後
は
、

米
海
軍
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
部
隊
、支
援
部
隊
、

常
駐
機
、
外
来
機
及
び
海
上
自
衛
隊
航
空
部

隊
並
び
に
そ
の
他
の
部
隊
が
厚
木
基
地
を
引

き
続
き
使
用
し
、
日
米
間
に
と
り
重
要
な
基

地
と
し
て
維
持
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
引
き
続
き
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
部
隊
や
支
援
部
隊
の
航
空
機
に
よ
る
騒

音
被
害
と
部
品
落
下
事
故
の
不
安
を
被
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
新
た
な
運
動
目
標
を

構
築
し
て
引
き
続
き
騒
音
解
消
に
取
り
組
ん

で
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
に
も
、
い
ま
暫
く
移
駐
後
の
騒

音
実
態
を
把
握
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
と
考

え
ま
す
。

　
デ
ー
タ
の
詳
細
は
、
厚
木
爆
同
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

　
　
　
　（
厚
木
爆
同
書
記
長
　
荻
窪 

幸
一
）

厚
木
基
地
を
飛
行
す
る
航
空
機
の

　
　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
を
実
施

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

　目
視
調
査
と
騒
音
測
定
で

　
　
　
　
　飛
行
の
実
態
が
明
ら
か
に

ホバリング訓練をする米軍機MH60

飛行する自衛隊機P1

目視調査と騒音測定をする役員

ハンディ型の騒音測定器

5000

70db台 80db台 90db台 100db以上

4000

3000

基地北側 1km

2000

1000

0
70db台

2016年 2017年 2018年

80db台 90db台 100db以上

基地南側 500m
移駐後の騒音レベルの比較（4月～7月）

種類別の飛行回数

時間別の飛行回数（9時～16 時） 1000 回を超える 70db から 90db 台の騒音回数
基地北側１km

1,438 
2,183 
2,183 

4 月 5 月 6月 7月
2018 年
2017 年
2016 年

1,686 
2,485 
2,271  

1,187 
1,422 
1,481  

1,096 
1,079 
1,122 

北
9時台
南 北

10時台
南 北

11時台
南 北

12時台
南 北

13時台
南 北

14時台
南 北

15時台
南
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48

31
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61

100
111
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100 98

基地南側 500m

1,534 
1,952 
2,470 

4 月 5 月 6月 7月
2018 年
2017 年
2016 年

1,700 
2,375 
2,443 

1,130 
1,450 
1,771  

1,060 
1,104 
1,165 

北
米　軍

ジェット機

南 北
自衛隊

南 北
米　軍

プロペラ機

南 北
自衛隊

南
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北
米　軍
ヘリコプター

南 北
自衛隊

南

機種別の飛行回数

所属別の飛行回数割合

騒音別の飛行回数

基地北側
常駐機

機種

回数

機種

回数

MH60

106

P8A

1

UC12F

135

OP3C

2

P1

139

YS11

5

P3C

38

EP3

1

SH60

46

KC10A

2

C130

25

UH60

3

LC90

33

C40A

2

CH47

2

不明

28

UC35A

11

合計

579

基地南側
機種

回数

機種

回数

MH60

136

P8A

1

UC12F

136

OP3C

1

P1

131

YS11

6

P3C

31

GH60

1

SH60

50

不明

43

C130

17

合計

582

LC90

18

CH47

2

UC35A

9

米　軍

基地北側 基地南側

自衛隊 不明

北
不明
南
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70db台

※雨天のため、9月14日の南側は測定中止

南 北
80db台

南 北
90db台

南 北
100db台

南

50％50％ 50％50％44％44％46％46％
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17 12
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